
第8回 孤独・孤立に関するフォーラム

シニア世代がキックオフする孤独・孤立予防

全世代「三方良し」でつながる地域づくり

2021年10⽉15⽇（⾦）
東京都健康⻑寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム・研究部⻑
NPO法⼈りぷりんと・ネットワーク理事、
⽇本世代間交流学会副会⻑、NPO法⼈⽇本世代間交流協会副会⻑ 藤原佳典 1



メッセージ
同種・異種の人との交流により、
孤独・孤立を予防・軽減できる。
その方策は多世代間の「三方よし」
の仕組みづくりにある。

澁澤榮一
東京都養育院(当センター）の初代局長「売り手良し、買い手良し、世間良し」

(論語と算盤の精神）

地域社会のSDG‘sへの近
道
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良い（13点以上） 悪い（13点未満）

若年期（18〜39歳）

中年期（40〜64歳）

⾼齢期（65歳以上）

⾸都圏A市「健康と安全・安⼼な暮らし」に関する市⺠アンケート調査（2019年9⽉）、協⼒︓東京都健康⻑寿医療センター

精神的健康状態（WHO-5)

全世代とも、孤立している人のメンタルヘルスは低い

孤⽴の定義：同居家族以外との対⾯・⾮対⾯交流頻度が週1回未満
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孤立と閉じこもりの重積がもたらす弊害
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2年間で１３％が
新たに孤立！
Takashi,Fujiwara et al (2020) 
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秘訣は三方良しの「場」＋「人」＋「仕掛け」！6



公立小学校でのシニアボランティアによる

世代間交流プロジェクト （Fried et al. J Urban Health 2004）

プロジェクト「Experience Corps ®」

米国のシニアボランティア

Win-win戦略をモデルに

Use it, or lose it
「頭、体、心」を使う？さびる？

学び、役割、仲間
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2004~モデル版

 東京都中央区（都心部）27→40名

 川崎市多摩区（住宅地）22→57名

 滋賀県長浜市（地方小都市）21→100名

杉並区、豊島区
横浜市青葉区、
文京区、大田区

2006~
狛江市

北秋田市

2015~

http://www2.tmig.or.jp/healthpromotion/reprints/about.html

北区、板橋区、
府中市、練馬
区、千代田区、

2017~
新宿区

立川市

2018~
仕組み：一般介護予防事業等として普及

稲城市

八王子市

2020~

 復刻本

 現役生活の復刻

目黒区

2021~

三方良し型予防
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シニア世代への三方良し

Sakurai, et al (2018)＆(2016); Yasunaga, et al(2016); Fujiwara, et  al (2009); 藤原他(2006 )  99



次世代への三方良し

Murayama, et al (2021)＆(2019); 藤原他(2007)＆(2010)  10



内閣府高齢社会対策サイト(H19)

東京都教育委員会より表彰(H27)

川崎市社協より表彰(H29)

読売福祉文化賞受賞 H30 /12/11

滋賀県健康寿命延伸PJ最優秀賞(H29)

第1回「アジア健康長寿イノベーション賞」優秀事例(日本国際交流センター、2020) 11



若年層（20-40代）3,334名

*

こ
こ
ろ
の
健
康
（WH

O
-

５)

が
良
好
で
あ
る
倍
率

※1 性、年齢、教育年数、婚姻状況、居住地域、婚姻状態、⼦/親/祖⽗⺟との同居、主観的経済状態、地域活動への参加、就労、健康度⾃⼰評価、⽣活機能(⾼齢者のみ調
整）、既往歴（脳卒中、⼼臓病）を考慮した解析 ※2 家族や仕事関係の⼈以外で会話をする機会を問い、「よくある、ときどきある」と回答したものを「交流あ
り」とした。

⾼年層（65歳以上）3,116名

*

*

世代内交流＋世代間交流あり
世代間交流のみあり
世代内交流のみあり
交流なし

16.5% 5.2% 42.7% 34.1% 29.9% 3.8% 29.9% 21.1%

根本裕太・藤原佳典他、日本公衆衛生学雑誌(2018)
首都圏D市、E区の調査より

世代間・世代内交流の有無と精神健康の関連

世代を問わず、同世代だけでなく異世代とも交流している⼈は健康度が最も⾼い

*

一般市民においても、世代間交流はメンタルヘルスに良い
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介護予防に資する通いの「場」の取組

引用：厚生労働HP https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08408.html「一般介護予防事業等の推進方策に関する検討会」取りまとめ

多様な住民のニーズにこたえるには・・・

多世代型「場」へのカスタマイズ
・・・単一部局で対応可能か？

期待される
仕組み：
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多世代集まれば⽂殊の知恵︕

多世代交流の「場」ができれば、活動に拍⾞がかかる

・常設の「場」が稀少

 孤立予防はシニアがキックオフし多世代・三方良しへ

 多世代・三方良しを産官学民で協議する場・組織が必要

提⾔︓

課題
→空き家対策・まちづくりと連動

・世代別の「仕掛け」を連携する仕組みが脆弱

→縦割り超え、全世代横断施策
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ご静聴有難うございました！ 社会保険出版

ライフ出版社

大修館書店

ミネルヴァ書房
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